
平成１９年度実績評価書要旨

政策体系上の位置付け

高齢者の介護予防・健康づくりを推進すると
ともに、生きがいづくり及び社会参加を推進
すること

評価実施時期：平成１９年８月 担当部局名：老健局老人保健課

基本目標Ⅸ
　高齢者ができる限り自立し、生き
がいを持ち、安心して暮らせる社会
づくりを推進すること
施策目標３
　高齢者の健康づくり・生きがいづ
くりを推進するとともに、介護保険
制度の適切な運営等を通じて、介護
を必要とする高齢者への支援を図る
こと（Ⅸ－３－１）

施策名

施策の概要

【達成すべき目標、測定指標、目標期間、測定結果　等】

　高齢者が尊厳を保持し、自立した日常生活を営むことができるよう、要支援・要
介護状態になる前からの介護予防を推進するとともに、介護予防が円滑に展開され
るよう支援体制や評価体制を整備する。

（施策目標の評価）
　 平成１８年４月に介護保険制度改革が行われ、予防重視型システムの確立が目
指された。要支援者に対する予防給付については、予防の考え方を重視し、サー
ビス内容等を見直し、要支援・要介護状態になる可能性の高い方（特定高齢者）
に対しては、運動器の機能向上プログラム、栄養改善プログラム等の介護予防特
定高齢者施策を提供することとした。また、すべての高齢者に対して、介護予防
に資する基本的な知識の普及啓発等を図ることとした。
　平成１８年度は制度改革後の初年度であるため、まずは体制整備が重要であ
り、介護予防に関するサービス提供が、一貫性・連続性をもって円滑に市町村で
実施されるよう、都道府県や市町村の担当者を対象とした会議を開催し、担当者
同士の情報共有や先駆的な取組事例の紹介等を実施した。また、介護予防に関す
る評価分析を行うための継続的評価分析等事業において、有識者会議を通してそ
の実施方法等を検討するとともに、調査にも着手しており、改善した予防給付受
給者及び特定高齢者の割合は、現在集計中であるものの、体制整備としては重点
的に行われたと評価できる。
（※太字部分は、重点評価課題該当部分）

（評価結果の分類）
　　施策目標の達成に向けて進展しており、現在の取組を続ける

【評価結果の概要】

施策に関する
評価結果の概
要と達成すべき
目標等

記載事項（抜粋）

「医療や介護については、政策の重点を予防に移し」

施政方針演説等

関係する施政
方針演説等内
閣の重要政策
（主なもの）

平成19年1月26日

年月日

第166回国会
安倍内閣総理大臣
施政方針演説

施策目標に係る指標
（達成水準／達成時期）

Ｈ１４ Ｈ１５ Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８
１ 改善した予防給付受給者の割合 － － － － －

（単位：％）
（前年度以上／毎年度）

２ 改善した特定高齢者の割合（単位 － － － － 集計中
：％）
（前年度以上／毎年度）

（調査名・資料出所、備考）
・指標１は、継続的評価分析事業の集計結果によるが、指標の分析方法等について現在

検討中であり、平成２０年秋に公表予定。また、継続的評価分析事業は平成１８年度
から実施しているものである。なお、集計結果等をまとめた報告書については、平成
２１年度に作成する予定。

・指標２は、介護予防事業報告（老健局老人保健課調べ）によるが、平成１８年度の数
値は集計中であり、平成１９年度中に公表予定。また、特定高齢者の把握は平成１８
年度から実施しているものである。


